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【ご注意】
本資料は、生態系保護の観点から生物の位置に関わる情報などは
非表示としています。
ご了承下さい。

公開版



経緯

●荒川上流河川事務所から、第43回協議会において以下の依頼があった。

・河川改修に伴い築堤等において発生する湿地部分の表土には、埋土種子が含まれているため活用した
い。

・管内において新たに湿地等の創出を行う箇所も限られており、太郎右衛門自然再生地において受け入
れをお願いしたい。
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【経緯①】

【経緯②】
●上記の荒川上流河川事務所からの依頼に対し、第43回協議会の検討結果は以下の通りであった。

・無条件に受け入れるのではなく、どこからどのようなものをどこに持ち込むかについて、個別に可否
判断をすることとする。



今回の荒川上流河川事務所からの依頼

●「宝来地区（下流）」における築堤箇所で発生する表土の搬入をお願いしたい。

・同地区の生物調査結果では、太郎右衛門地区と同様の生物相が確認されています。

●太郎右衛門自然再生地の上池・中池の間の「横堤」付近への搬入をお願いしたい。

・上記箇所は「メヒシバ-エノコログサ群落」が分布し、特に配慮を要する群落は確認されていません。
（この場所を対象とした生物相の調査事例はありませんが、現地は事務局・協議会委員でイベント時等に頻繁に訪れており、その際に留
意すべき生物は特に確認されていません。）

3

＜搬出元：宝来地区（下流）の位置＞ ＜搬入先(案)：上池・中池横堤の位置＞
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今回の荒川上流河川事務所からの依頼
＜宝来地区（下流）築堤箇所で発生する表土の搬入(案)＞

青：候補①

赤：候補②

青：候補①

赤：候補②
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＜宝来地区（下流）の築堤箇所で確認された生物の太郎右衛門地区での確認状況＞

●植物

今回の荒川上流河川事務所からの依頼

非公開
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＜宝来地区（下流）の築堤箇所で確認された生物の太郎右衛門地区での確認状況＞

●動物

今回の荒川上流河川事務所からの依頼

非公開


